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17)胆嚢癌の発見経達と進展度
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胆嚢癌50例の発見経線と進展度の関連について調べた,

平均年齢は71歳,男女比は16:34であった.組織検索で

発見されたものが3例,術中に発見されたものが3例,

画像で発見されたものが44例であった,組織発見例は,

3例とも慢性胆嚢炎 (胆石)で切除されており,術後の

組織検索で偶然発見された.進展度は3例は 屯stageI

であった.術中発見例は,3例とも急性胆嚢炎の術中に

発見された.stageはそれぞれW,招,Ⅳと中等度から

高度に進展 していた.US,CT では胆嚢壁の均-な肥

厚のみで炎症性肥厚との鑑別が困難であった.画像発見

例は44例あり,8例が切除可能であった.いずれも高い

隆起を示 しており,USで診断された.最小のものは最

大径 2,2cm であった,進展度は stage王が3例,Ⅱ

が1例,Ⅲが4例であった.切除不能例 (36例)は,上

腹部痛,黄痘,肝機能障害などを主訴としていずれも US

で発見されたが,肝床浸潤, リンパ節転移,肝転移が高

度のものが多かった.

1針 HFJPATIC P(L)RTAIノVEIN (i,AS.-

HP＼･'G

-Reportof2cases-

MこIur()NA人Al'AM̂ h:1.I).
MakotoSIIIIN̂ M.[).
KLllli(ISAK:llM.l~). (

Department
e)IRadiology,
NiigataUniv.

HepaticPomalVeinGas(HPVG)W芯firstdescribd

byWolfandEvans(1955日nir血 ntswkhnecmtising

enterc)colitisandwasassociatedwithagrave

pTO宮nOSis.Althou琵halargenumberofpathologic

conditionshavebeenreportedtoaccompanythe

visualizationofHPVG,mostcasesareass(濫通もedwith

bowelmecrosis.Urgentsurgicalexplorationhas転記n

recommended3mgreaternumtxerofcases.Mortality

isapproximately75%.

Wereporton2patientsirュWhichHPVG was

associatedwi軌 ACUTEGASTRICDILATATiONand

COMPuCAT茎ONOFEPqDOSCOPICPROCEDURE,

C(111diti(1nStht,ltdonotlでquirt?su1-girこIlilltt1rヽ･(nltion

an°血eHI刊7Gwasrapidityat忘Or旭 withoutuntoward

sequelae.

･IT二')

19)胆道癌放射線治療症例 をこおける 監Ⅹpamda-
blL､MetalliLISt(､ntに⊥ :I:.'17)iliこユ11,LI.Il(i什

pr｡sthesis

-::･ .. I ･ ･ .∴ ‖ ･i ､

警限 慧義 :蔑原 審萱 ( 閣 内柳

平成元年11月より4年10月までの3年間で薬療をとも

なう胆道癌の放射線治療例ま6例 (肝外胆管癌10例,胆嚢

癌削 一l.管浸潤 6例lに Ill.xpこ1n(1こIble入11L,tこllliLIStelltに

よる BiliaryEndopTOSthesisを施行 した.放射線治療

は外照射 亜-50Gyを基本とL,一部の例で腔内照射

を追加 した.Stemt設置,Tube抜去,減黄は全例で成

功 した.Stent失効による寮痘再発は4例にみられた.

Stemt設置後 6か月においては,生存例は8例で,うち

6例は黄痘再発がなかった.胆道癌放射線治療例におけ

る本法は,初期成功率,有効期間,胆管炎合併率いずれ

も良好で,患者の QOL も高く,有用な方法であると

思われる.

20)喝鹿に対す る BAE
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啄 血に対する気管支動脈塞栓術 はAE)は,広 く施

行され 良好な成績が得られている.当院で,過去4年

の問に12例の BAE を施行 し その治療成績について,

検討 した,

塞栓術による曝血に対する即時効果は12例中11例 (92

%)で良好であった,

12例車 1餅匿塞栓後の即時効果はみられたが堵血の再

発がみられた.

血管増生や気管支動脈以外からの血管支配が強い症例

では再発 しやすく,気管支動脈-肺動脈および体循環動

脈一肺動脈短絡のつよい症例では外科療法を考慮する必

要があると考えられる,

BAE は曝血に対する初期治療として有効であり,長

期予後についても期待できると考えられた.


